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1 平安時代の終わりごろ、地方で力をつけ、朝 廷や貴族に仕えるようになったのは?

ア 僧 イ外国人 ウ 武士 エ 商 人 こたえ 

2 794年に都を平安京(今の京都)に移した天皇は?

ア 聖武天皇 イ 推古天皇 ウ 天智天皇 エ桓武天皇 こたえ 

3 カタカナの「ア」は、何という漢字の一部から作られた?

ア 阿 イ 足 ウ 亜 エ 安 こたえ 

4 かな文字が生まれたことで、書き表しやすくなったのは?

ア外国語だけ イ日本語(話し言葉や気持ち) ウ 記号だけ エ数字だけ こたえ 

5 岩手県の平泉に、奥 州藤原氏が建てた、金色にかがやく建物は?

ア 銀閣 イ金閣 ウ平等院鳳凰堂 エ 中尊寺金色堂 こたえ 

6 菅原道真が遣唐使の停止を提案した理由は?

ア 唐と戦争を始めたから イ 唐がおとろえ、航海も危険だったから

ウ日本に船がなくなったから エ 仏 教が禁止されたから こたえ 

7 平安京は、明治時代に東京へ移るまで、およそ何年の間、都だった?

ア約100年 イ約300年 ウ約2000年 エ約1000年 こたえ 

8 「源氏物語」の主人公は?

ア 源 義 経 イ平 清 盛 ウ光源氏 エ 藤原道長 こたえ 

9 日宋貿易で、宋から大 量に輸入されたものは?

ア宋銭(銅銭) イ小判 ウ 勘合 エ 鉄砲 こたえ 

10 平安時代の武士が、特に大切にした武芸は?

ア 鉄砲をうつこと イ 馬に乗って弓を射ること ウ 大砲をあつかうこと エ能を舞うこと

こたえ 

きぞく く へいあん

へいあん じだい お ちほう ちから ちょうてい きぞく つか

そう がいこくじん ぶし しょうにん

ねん みやこ へいあんきょう いま きょうと うつ てんのう

しょうむてんのう すいこてんのう てんじてんのう かんむ てんのう

なん かんじ いちぶ つく

もじ う か あらわ

がいこく ご にほんご はな ことば きも きごう すうじ

いわて けん ひらいずみ おうしゅうふじわら し た きんいろ たてもの

ぎんかく きんかく びょうどういんほうおうどう ちゅうそんじきんいろどう

すがわらのみちざね けんとうし ていし ていあん りゆう

とう せんそう はじ とう こうかい きけん

にほん ふね ぶっきょう きんし

へいあんきょう めいじ じだい とうきょう うつ なんねん あいだ と

やく ねん やく ねん やく ねん やく ねん

げんじものがたり しゅじんこう

みなもとのよしつね たいらのきよもり ひかるげんじ ふじわらのみちなが

にっそうぼうえき そう たいりょう ゆにゅう

そうせん どうせん こばん かんごう てっぽう

へいあん じだい ぶし とく たいせつ ぶげい

てっぽう うま の ゆみ い たいほう のう ま



11 遣唐使が停止されたのは 何年?

ア 794年 イ 645年 ウ 894年 エ 1192年 こたえ 

12 平安時代末、武士として初めて太政大臣になり大きな力を持ったのは?

ア 藤原道長 イ平 清 盛 ウ 源 頼 朝 エ 足利義満 こたえ 

13 浄土の教えが広まった背景は?

ア 争いや災害が続き、人々が不安を感じていたから イ 幕府が信じるよう命じたから

ウ外国の宣教師が広めたから エ 世の中が平和で豊かだったから こたえ 

14 漢字をくずしたり一部を取ったりして平安時代に生まれた文字は?

アかな文字 イ 象形文字 ウローマ字 エカタカナだけ こたえ 

15 「源氏物語」の場面をえがいた、横に長い絵を何という?

ア 掛け軸 イ 絵巻物 ウ水墨画 エ 浮世絵 こたえ 

16 平安時代の貴族の男性が、正式な場で身につけた服装を何という?

アよろいかぶと イ 束帯 ウ 十二単 エ 着物にはかま こたえ 

17 天皇が幼いときに、代わって政治を行う役 職を何という?

ア 老 中 イ 執権 ウ 関白 エ 摂 政 こたえ 

18 かな文字が広まり、女性による文学がさかんになったのは何時代?

ア 奈良時代 イ平安時代 ウ 江戸時代 エ 鎌倉時代 こたえ 

19 カタカナは、何をもとにして作られた?

アひらがなを2つ重ねて イ 絵から ウローマ字から エ 漢字の一部を取って作られた

こたえ 

20 貴族が優雅にくらしていたころ、多くの農民のくらしは?

ア 税を納め、苦しいくらしをしていた イ 寝殿造のやしきに住んでいた

ウ 和歌をよんでくらしていた エ 十二単を着てくらしていた こたえ 

けんとうし ていし なんねん

ねん ねん ねん ねん

へいあん じだい まつ ぶし はじ だいじょうだいじん おお ちから も

ふじわらのみちなが たいらのきよもり みなもとのよりとも あしかがよしみつ

じょうど おし ひろ はいけい

あらそ さいがい つづ ひとびと ふあん かん ばくふ しん めい

がいこく せんきょうし ひろ よ なか へいわ ゆた

かんじ いちぶ と へいあん じだい う もじ

もじ しょうけい もじ じ

げんじものがたり ばめん よこ なが え なん

か じく えまきもの すいぼくが うきよえ

へいあん じだい きぞく だんせい せいしき ば み ふくそう なん

そくたい じゅうにひとえ きもの

てんのう おさな か せいじ おこな やくしょく なん

ろうじゅう しっけん かんぱく せっしょう

もじ ひろ じょせい ぶんがく なにじだい

なら じだい へいあん じだい えど じだい かまくら じだい

なに つく

かさ え じ かんじ いちぶ と つく

きぞく ゆうが おお のうみん

ぜい おさ くる しんでんづくり す

わか じゅうにひとえ き



こたえ　しょう6 しゃかい「貴族の 暮らし(平安)」 その2

1  ウ 武士

2  エ 桓武天皇

3  ア 阿

4  イ 日本語(話し言葉や気持ち)

5  エ 中尊寺金色堂

6  イ 唐がおとろえ、航海も危険だったから

7  エ 約1000年

8  ウ 光源氏

9  ア 宋銭(銅銭)

10  イ 馬に乗って弓を射ること

11  ウ 894年

12  イ 平清盛

13  ア 争いや災害が続き、人々が不安を感じてい

たから

14  ア かな文字

15  イ 絵巻物

16  イ 束帯

17  エ 摂政

18  イ 平安時代

19  エ 漢字の一部を取って作られた

20  ア 税を納め、苦しいくらしをしていた


